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ユ ー トピア実験 と して の フ ッタ ー派
財産 共 有 制*
倉 塚 平
フッター派ゲマインデが,モ ラヴィアのフス派貴族の寛容政策の下,は じ
めて自由と繁栄を享有するに至った1569年,そ の年代記者 は誇 らしげに次
のように記 した。
「要するに,こ こでは怠惰な者は誰一人いなかった。各人 は命 じられた こ
と,自 分がな しうることを行った。以前,貴 族であれ金持であれ貧乏人であ
れ,そ うであった。 ここに加わってき'た聖職者も労働することを学んだ。」
「ここに来たすべての者は共同の同 じ利益のために労働 し,誰 か他の者が
困 っているときには,直 ちに救いの手を差 しのべた。それは生 きて働 く各部
分をもち,た がいに奉仕を必要 としている完全なる身体以外のなにものでも
ないのである。」
「それは時計の精巧な業にも似て,各 々の歯車や部品 は他の物が動 くのを
助けて,全 体の目的に奉仕するのである。それはまざしく有益な蜜蜂の群に
も似て,彼 らの共同の巣箱の中で共同労働をし,あ るものは蜜 ロウを他のも
のは密を,ま たあるものはおいしい水を運びこみ,甘 い蜜をつくるすばらし
い労働を行 う。だがそれは,自 分たち自身のためだけでなく,そ れを必要 と
する人々と分ち合わんがためなのである。かかるものがここにはあるのだ。
*本 稿 は1997年10月25日,ア メ リカの ア トラ ンタで 開 か れ たtheyearlyCon-
ferenceofSixteenthCenturyStudiesSocietyで要 約 し発 表 した もの で あ る。
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だか ら,万 事 にわ たって秩序が導入 され なければな らない。 なぜな ら,よ き
秩序 の中 にこそ事物 は存在 し,遂 行 され保持 され るか らで ある。 と くに神の
家にお いて は,主 御 自身が職長で あり規律正 しい配膳係 なので ある。秩序 の
な いところには混乱 のみがある。神が住 み給わ ないところ,そ の家 はバ ラバ
ラに崩壊す る。」(AC435～436)
この長 々と した引用 を聞 く人 は,た とえフ ッター派 につ いてなに も知 らな
くて も,こ れはまさ しく典型的 なユー トピアの記述 だと思 うことであろ う。
しか し不思議 な ことに,地 上 におけるユー トピア実験 と して フッター派財産
共有制 を正面 か ら捉 えた研究 はない。以下,私 は フッター派成立前後 に描 か
れた二 つの古 典的ユ ー トピア,ト ーマ ス ・モア 『ユ ー トピア』(1516年)と
トンマーゾ ・カ ンパネ ッラ 『太陽 の都』(1602年)と 対照 しっっ,い かにフ ッ
ター派 がユー トピア的性格を強 くもっていたかを明 らかに したい。
1
ユー トピアは現実空間から遮断された閉鎖的空間に設定される。なぜか。




成する諸要素が外界の影響を受けて崩れ去 らないように,あ る孤立 した閉鎖
的空間の中にユー トピアを設定 しなければならないからである。かくしてユー
トピアはハ ンス・フライアーの言葉によれば,「政治的孤島」 と して象徴 さ
れることになる。
モアは,「ユー トピア半島」を掘削によって大陸から切離す ことか ら物語






単に彼 らのユー トピアを閉鎖的空間の中に設定 したのに対 して,フ ッター派
の場合,聖 俗諸権力による恐 るべき迫害の下,多 くの犠牲を払ってそこに到
着するのである。1525年1月 ゲマインデ宗教改革運動が絶頂 に近 づきっっ
あったとき,再 洗礼派運動ははじめてッヴィングリのラディカルな弟子たち
のもとに生 じた。だがすでにこの時,こ の市周辺の農民の十分一税反対運動
を支援 したために,ッ ヴィングリと市政府によって孤立 させられて しまって
いた。 ところが間もなく彼 らは,村 落共同体の教会的政治的自治を要求 して
立上がった南 ドイツ ・東部スイスの広汎な農民と結びつき,そ の再洗礼主義
は彼 らの間に拡 まっていく。彼 らは間もな く新 しい世が来るであろう,そ こ
では福音に合致 した隣人愛が実現されるであろうという希望に満ちた祝祭的
気分の中にひたっていた。そ して彼 らの下にはアナーキスティックなユー ト
ピアンも現れた(HB53)。 チュー リンゲ ンの市民や農民は今ここに千年王国
が出現するであろうというミュンツアーの期待に駆 りたて られた。とはいえ





になる。かくして生 じたのがGemeinde・Welt・Dualismusで ある。 ミカエル ・
ザ トラーはいう。「この世 とすべての被造物のうちには,善 と悪,信 仰 と不





彼 らは この世 に住 みなが ら,成 人洗礼 の見 えざ る壁 を張 りめ ぐ らす ことに
よ って,こ の世 と分離 せん としたが,こ の世 は見 えざ る壁を易 々と通 って容
易 に彼 ・らを逮捕 し拷問 し処刑 した。 それゆえ約束 の地,ユ ー トピアの トポス
を求 めざ るをえな い。 幸運な ことに,「 この世 の荒野 に住 む ため に神 の子 羊
の花嫁 には,あ る土地 が与 え られた」(GZ.224)。 フープヤイヤーがモ ラヴィ
アの フス派領主の許 に避難所を求 めて以 来,様 々 な再洗礼派が ドナウを下 っ
.てモ ラヴィアにや って来 た。 それ らの群 の一つが,主 と して南 チロルか らや っ
て来 た フ ッター派 なのである。
II
この世 にユー トピアを樹立す るためには,カ リスマ的人物 が出現 し,'彼 に
対す る信奉者 たちの人格 的帰依 を通 じて支配 を行使す る ことが無条件 に必要
で ある。 なぜ な ら,内 面 か らす る徹底的 な変革 な くして,ユ ー トピアの ドア
は開 かれないか らであ る。 モアの場合,ユ ー トプス王 がユー トピア島を占領
したとき,「 荒 っぽ く粗野 だった民衆 を クル トゥスとフマ 三 夕ス とい う点 で
今 日ほかの殆 どすべての人間に優 るとい うところまで導 いた」 というが,半
島切離労働 に島民だ けで なく自分 の兵士 たち もこの作 業 にっかせ たことで心
服 をかちえた という以外 になんの記述 もな い。 カムパ ネ ッラで は,'最 初か ら
賢者 の群 が逃 げて来 たので,問 題に もな らなか った。
ところで,リ ヒテ ンシュタイン侯領に亡命 した再洗礼派の間で は,絶 対無
抵抗 か どうかで対立が生 じ,無 抵抗派 はアウステル リッッに移 るが,そ の途
上,プ リミテ ィブな財産共有制 を行 うことになる。 だが彼 らは安 住 の地 を得
るや,忽 ち宗教的倫理的緊張感か ら解放 され,ま た有 能 な組織 者 がいなか っ




だが南 チ ロルか らや って きた再洗礼派は全 くこれと異 なっていた。ヤコブ ・
フッターのおかげであ る。 彼のあ る信徒 は裁判官や陪審員 たちの前 でこう語 っ
ている。「ヤコブ ・フ ッターの言葉 は強力 であ る。 なぜ な ら神 が彼 を通 じて
語 っているのであ って,彼 が 自分の肉か ら語 って いるので は ない。」 また彼
は次 のよ うにい っている。「十二使徒 の一人聖パ ウ ロと 自分 た ちの最 長老 の
教え は同 じものだ」(OR皿22)。 フ ッター自身,彼 の様 々な手紙 に見 られ る
ように,神 が彼 を選 び送 り給 うたので彼 の言葉 は彼の ものではな く神の言葉
であ ると確信 して いた。彼が深夜 チロルの山の中でかが り火に照 らされなが
ら信 徒た ちに語 る説教 は強烈 な迫力 を持 っていた。受洗者 に対 して こうい つ
てい る。 「今 や汝 の罪 は神 によ って赦 された。 汝は肉 と血 を,妻 と子 を拒 み
捨 て去 れ!」(OR皿166)。 激 しい弾圧を逃れ るため,フ ッタ ー もそ の群 を
モ ラヴィアに移 す ことを決意 した。 その ため には資金 を必要 とす る。彼 は こ
う説教 した と捕 われた信徒 は告 白 してい る。 「すべ ての もの はお互 い の もの
であ る。 もし誰 かが千 グルデ ンもってい るな らば,そ れを兄弟 たちとわか ち
合わ なければな らない。 そ う しない者 をわれわれの間で許 すわ けにはいか な
い。 もし1フ ィア ラーで も持 ってお り,そ れを黙 って いるな らば地 獄 に陥 さ
れ よ う」(OR皿92)。 これが フ ッター派財産共有制の発端 をなす。
フ ッターのこれ らの激越 な言葉 は,信 徒 たちの心 を刺 し貫 き全身 を感 動で
震え させ た。 この世の あ らゆる価値 は無 とな って しま った。 あ る青年 は裁判
官の前で次の ように告 白 して いる。「天 国にい る聖者 たち は,わ れわ れ と同
じであ る。 御言葉 のた めに受難 したのだか ら」(OR皿161)。 か く徹底 的 な
回心 を遂 げた老若 男女 の群が,フ ッターの指示によりモラヴィアのアウス ピッ
ツに居 を構 えていた南 北チ ロル出身の再 洗礼派ゲ マイ ンデに系統的 に送 りこ
まれてい く。1533年8月 フ ッターもそ こに到着 ず るが,そ れ か ら3ケ 月間
は北 チ ロル出身 で このゲマイ ンデの長老 であ った シュ ッチ ンガーか ら権力 を
奪取す る激烈 な闘争 が展開 された。神 的召命 を確信 してい るフ ッターにと つ
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てゲ マイ ンデのルールなど問題 に もな らなか った。幾多 の死地 を潜 り抜 けて
きた鋭 い第六感 によ って,遂 にシュ ッチ ンガーの隠 し金 を摘発 して これを追
放 し,こ れまで二人 の指導者 の間 で動揺 していたゲマイ ンデに対す る全一的
支配権 を獲得 す る。 自我意識 の強 い信徒 たちは去 ってい った。 残 る大多数の
信徒 たちはす っか り彼の カリスマに圧倒 され心服 す る。
南 チ ロルの信徒 た ちに送 った彼 の手紙 は,キ リス トと自分 とを区別で きな
くなるほど喜 びに興奮 しきった様 をよ く伝 えて いる。 「少 なか・らざ る多 くの
者が人 間の霊 と恣意的な人間の命令 によ って縛 られて いま した。彼 らの心 と
良心 は長 い間,偽 の牧者たちによ って重 荷を負わ され混乱 し,悩 まされて い
ま した。 これ らすべての人々をキ リス トは解放 され ま した。彼 らを燐み,範
か ら解放 し,今 や キ リス トは彼 らの先頭を切 って歩かれ ています。小羊 たち
神 の従 順な子 ど もたちは彼の声を聞 いてみん な喜 び,彼 に忠実 につ いてきて
い ます。 なぜな ら,彼 らの牧者 で あり王で あるキ リス トの声 を知 り服従 して
い るか らなのです。」(AC133)
だが彼の狂気 に近 い自我の拡大 は,遂 には彼 の死 を もた らす ことになる6
1534～35年 の ミュ ンスターの再洗礼派 千年 王国 の出現 は,新 旧聖 俗諸 侯 に
大 きな ショックを与 えた。 モ ラヴ ィアの貴族 たちに もオース トリア国王 フェ
ルデ ィナ ン トの命令 が発 せ られ,即 刻,再 洗礼派 の領 内立退 きを要求 した。
vogelfreiと な った フッター派 も行 く.あて もな く荒野 に さ まよ い出たが,こ
れ を偵察 に来 た地方長官 の家来 に対 して,フ ッター は国王 に対す る怒 りを爆
発 させ,「 残虐 な人殺 し」 と呼 び,地 方長官 あての手紙では,「 国王 フェルデ ィ
ナ ン ト,残 忍な タイラ ン ト,神 の真理 と正義 の敵 」 と書 いた。 この手紙を渡
した瞬 間,彼 はみずか ら惹起 した新 しい現実に気付 き,後 継者 にハ ンス ・アー
モ ンを指名 して万事 を託 し,南 チ ロル めざ して落 ちて い った。 だが激怒 した
国王の命令で いたると ころに網が張 られ,遂 に捕 らえ られ恐 るべ き拷問 を受
け る。 彼 もまた人 の子 であった。 彼 を匿 っていた村 の同志 たちの名 を遂 に も
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らし(OR皿325),彼 らもまた処刑 される こと にな る。1536年2月 イ ンス
ブル ックで の彼の焚刑 は凄 じい ものが あ った。鉄 の轡 をはめ られた彼 は一語









ストを頭 とし信徒を各肢体 とする一個の完壁な身体」として語 られていた。
ところで実験室的精密 さをもって構築された人工国家ユー トピアは,一 切の
撹乱要因を排除 しっっ全機関を命令一下正確に運転 していくためには,唯 一
人の最高指導者の指揮の下におかれた巨大なオリガーキー的 ヒエラルヒーを
必要 とする。
『ユー トピア』では,最 下層では各familia(疑 似家族)を がっちりと握
る各家長から始 まり最高のプリンケプスに至る下か ら段階的に構成された統
治者たちが全権を掌握する。『太陽の都』では 「形而上学者」 ソル と三人の
最高顧問官 ポン,シ ン,モ ルが全権を握 り,そ の下に膨大な官僚群が立って
いた。美徳の一つ一つにさえ,そ れを最 も良く実行 したものが,そ の監視人
となり,違 反者に制裁を加えた。エタティスト的ユートピアは徹底 した管理
社会なのである。「太陽の都』では家族 も徹底的に解体され,親 も子 も兄弟
姉妹 も知ることなく,生 殖行為 と育児 ・教育は国家的事業 として行われる。
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フ ッターの下 ではカ リスマ的支配 が行 われていたが,彼 の別 離 とその後の
再建か らは,寡 頭制 的 ヒエ ラル ヒーがアーモ ンの下 で確立 し,財 産共有制 を
円滑 に運営 し,地 上 における 「神 の真 のゲマイ ンシャフ ト」 の純粋性 を確保
す ることとな った。 この点 では他 の再洗礼派 ゲマイ ンデ とは明白な対照 をな
して いる。彼 らは 自発 的結社 として信徒団 が説教者 や長老 を選 出 し,不 適格
な役職者や平信徒 を破 門 したが,そ のため くり返 し分裂 し,遂 には様 々な小
グル ープへ と没落 してい った。辺地 に逃 れた メンノー派(こ れ もまた分裂 し
たが)を 除 いて,彼 らはほとん ど何 の意味 ももたない しば しば アブノーマル
な 「カ リスマ的人物」 とごく少数 の追随者 とか ら成 っていた。 もしフッター
派が 自発的結社 と して再組織 された とした ら,モ ラヴィアにいた多 くの他 の
再洗礼派 と同様 に,四 分五裂 し無意味 な存在 にな った ことであ ろう。
フ ッター派 ゲマイ ンデの最頂点 に はノイ ミュー ルに あるHauptbruderhof
か ら全 ゲマイ ンデを統 治する終身 の最長老(Vorsteher,Bischof)が立 って
いた。彼 を補佐す るもの として数名 の長老 が常設顧問 と して役割 を分担 して
いた。最長老 が死 ぬ と,常 設顧 問たちが互選 で仲 間の一人 を選 び,各 ブルー
ダーホー フの代表者 たちを集 め,彼 らの歓呼賛 同によ って最長 老 とな った。
この選挙手続 に異議 を唱える ものはいなか った。最長老 はモ ラヴィア領邦議
会 に対 しゲマイ ンデを代表 して交渉 し,用 益賃貸借契約 に署名 した。南東 モ
ラヴ ィアには数十 のBruderhofが あ り,そ れ らは平 均 約二百 か ら三百 人 の
老若男女 の信 徒の共同労働 と生 活の場 であ り,彼 らを導 く者 と してDiener
desWortes(説 教者)とDienerderNotdurft(執事)が いた。両者 は共 に
長老 と も呼 ばれた。前者 は神 の言 葉 の説教 者 で,Bruderhofの 最 高指 導者
で あ り,兄 弟姉妹 に対 して破門権 を もち,彼 らの紛争 を裁 いた。彼 の地位 は
いわば修道院長 に相 応 して いた。執事 はこのHofの 物 質的生 活 に責任 を負
うていた。 この二 人 ともBruderhofの 全員 によ って選 ばれ たの で はない。
最長老が常設顧 問会議 で相談 の うえ指名'したのであ る。 だか ら各 ブルー ダー
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ホー フは自立 したゲマイ ンデではな く,ゲ マイ ンデを構 成す る一単位 と見 な
されて いた(CC251)。 説教者 や執事 に欠員 が生 じた とき,そ の ブル ー ダー
ホー フの信 徒が選 ばれ るとは限 らない。 しば しば他 のホーフの者 を最長老 は
指 名 した。 説教 者や執事 は しば しば転勤 させ られた。 ゲマイ ンデ全体 にか か
わ る特 に重大 な案件 を決定す る場合,最 長老 は各 ブルー ダーホー フの主要 メ
ンバ ーを召集 したが,こ の場合 も歓呼賛 同で決 め られた。従 って この会議 自
体が討議決定 の場 ではな く,オ リガーキー最:高機 関の意志 の受領 とその実 行
を励 ます場 であ ったのであ る(AC.722)。
この寡頭制 的 ヒエ ラル ヒーの最末端 の職 制 と して様々な責 任者が いた。 臨
時の農業労 働 に人を割 り振 るWeinzierl(AC.434,PLlOO)。手 工業 や生 活
物 資の原料 を外注 した り市場で購入す るEinkaufer,ワ イ ン蔵 の責任者 で あ
るKellnerな どであ る。各仕事場 には職 場長 が いてHandwerkerや 職人,
従 弟を指導 した。 職場長 は製品の一部 をゲマイ ンデに引渡 し,他 の一部 を市
場 で売 り,そ の代金 はア週間以内 に執事 に引渡 した。職場長 が市場 で製品 を
売 るの は,製 作者 自身が最 もその物 の価値 を知 ってい るためであ る。 ゲマイ
ンデの外で領主 たちのために働 く建築労働者 や大工,水 車屋 な どを監 督す る
Vorarbeiterも いた。 『ユ山 トピア』 や 『太 陽の都』 と同 じく,こ こで も役
職者 の比率 は高 か った。 フ ッターは 「出 エジプ ト記 」18章 の千人長,百 人
長,五 十人長,十 人長任 命の例を もって,こ の支配の ヒ土 ラル ヒーを弁証 し
た。 もし各 ブル〒 ダー ホー フが 自己決定権や多数決原理を要求 したと したな
らば,財 産 共有 制 は忽 ち崩壊 したで あろ う。
IV
『ユー トピア』 における共産主義経済は首都アマウロー トウムに各都市か
ら3人 ずつ派遣されてきた元老たちの会議で計画 され,部 族長や家長が遂行
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の責を負 うた。『太陽の都』では占星術的法則 に基 いた共産主義的生産が






女たちは冬中朝四時起 きして働 き,夕 方は八時まで頑張 った。他の信徒たち
も朝早 く起き一日の仕事に取りかかった。ノルマは夜業 しても完遂されなけ
ればならなか った(KW97.99)。 ほとんどあらゆる観察者は驚 くほどの彼 ら
の労働意欲を指摘 している。モアやカンパネッラの場合 も,人 々が熱心に働
いていると書いているが,労 働自体が目的ではなかった。それは学芸を学ぶ
というユマニス ト的理想追求のやむをえざる手段であった。だか ら労働時間
は4時 間とか6時 間ですまされた。 だがここでは労働 は信徒たることの身
分証明であった。「倦むことなき熱心によって,誰 が真の兄弟であるかを知





な地位を占め,そ こに労働力が集中的に投入されたのに対 して,こ こでは手
工業が主たる生産部門であり,農 業は二次的意味 しかもたなかった。 この世
か ら隔離 した 「神の子の真の共同体」を樹立するためには完全なアウタルキー
を志向すべきであったが,そ れは次の諸理由から不可能であった。第一に多
くの信徒は鐸村手工業者出身であり,指 導的立場は殆 ど彼らによって占めら
れていた。第二に時 とともに多 くの農民がやって来たが,彼 らも手工業を学
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ぶ ことを欲 した。実際か な りの者 が,「 モ ラヴィアに来 た らも う飢 に苦 しむ
ことはな い し,手 工業 も学べ るの だ」 とい うオルグの言葉 を信 じてや って き
たので ある(CC.283)。 彼 らの期待 を無下 に断 るわけに はいかなか った。 だ
が第三 に決 定的 なことは,土 地を貸 した領主 たちの苛敬謙求 であ る。 フス戦
争 で荒 れ果 て放 置 されて いた土地 を,彼 らはそれ な りの安 い値段 で貸 してい
たが,し だ いに味を しめ た彼 らは,再 洗礼派がvogelfreiの 身で あ る ことに
つけ こんで,年 とと もに,10年 に10倍 も値上 げ して いった。地代不 払 いで
対抗す ると,家 畜 を強奪 し,兄 弟 たちを投獄 して脅 しをか けて きた。 実際,
年代記 は毎年 その無法ぶ りを こと細 かに描 き出 して いる。 フ ッター派が取 り
うる唯一の手段 は,別 の領主 の土地 に ブルー ダーホー フを移す ことであ った。
その数 は確定で きないが,ひ じょうに多 い ことだけは確 かであ る。 この よ う
な状 況の下で,農 業 を主 たる産業部門 とす る ことは不可能 であ ったのだ。
他 方,手 工 業で はフ ッター派 は大 いに利益 を上 げた。第一 に,手 工業原 料
は ノイ ミュールの最高指導部が外国 にある原産地か ら一括購入 す ることで,
ひ じょうに安 く手 に入れ ることが出来た。第二 に,こ の ス ラブの地 では,彼
らの技術 に対抗 で きるよ うな手 工業 は存在 しなか った。第三 に,現 在残 って
いる手工業製 品の多 くはかな り高級 な奢 修品で貴族向 けの もので ある。庶民
の日用品 は少 ない。周辺 の田舎 町や農村 の人 々の購買力が ドイツと比べ てひ
ど く低 く,日 用品 を作 って もほ とんど利益 があが らなか った ためであ ろ う。
それで もブルー ダーホー フ周辺5～6kmに わ た って,土 着 の すべ ての手 工
業経 営 は姿 を消 して しま ったと,ジ ェズイ ッ トの フィッシャーは憤慨 して い
る(FH.Bl)。 フッター派 は没 落す る民衆 にな んの 同情 も もた なか った。
「エ ソウが ヤ コブに嫉妬 して いるのだ……彼 らはいつ も ワイ ンを呑 ん で寝 こ
ろが って いるのだ」(AC.439)。
フッター派 財産共有制が確立 してか ら17世 紀 の初頭 に至 る数 十年 間 は,
まさ しく彼 らの黄金時代で あ った。1600年 の年代 記 に は誇 ら しげ に こう書
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かれている。「この異常な物価騰貴 と飢餓の苦 しみの中で常 に自分 の民 のこ
とを最 もよく考えて見捨てようとされぬ全能の神は,ま た十二使徒の大 いな
る熱意と用心をもって,こ の世の必需品について も他の民よりも先に祝福さ
れ,用 意され,適 切に見守 って下さった。そしてその民 とこの世 との間に大




モ アは 『ユ ー トピア』の中で 「どこに行 って もプ ライヴ ァシーとい うもの
はな い」 と書 き出 して いる。 エタティス ト的ユ ー トピアにおいては実際私生
活 の余地 は殆 ど存在 しない。 これ に対 して アナーキス ト的 ユー トピアでは私
生活 ばか りで公生活が成立 しない。前者 のユ ー トピアでは,あ らゆるメカニ
ズムを正 確 に作動 させ てい'くためには,前 もって あ らゆる撹乱要因 を排 除す
る必 要が ある。 ことに必要 な ことは,こ の ヒエ ラル ヒー的 メカニズムの各部
品 と して,各 構成員 か らあ らゆる自由を剥奪(但 し,最 高指導者 を除いて)
しな けれ ばな らない。 か くする ことによ って,「 蜜 蜂の巣」や 「精巧 な時計」
は良 く機能 する ことがで きる。.美徳 とは この自己剥奪 を内面 的に支 え るモ ラ
ルエネルギーにほかな らない。 ヒューマニズムと寛容を主張するはずの 『ユー
トピア』 において も,ユ ー トピアの論理 その ものに よって,私 生活の領域 は
極度 に狭 め られ る。 例えばキ リス ト教 の基本信条 た る魂の不滅,神 の摂理,
死後 の賞罰 を信 じな い ものは市 民資格 を与え られず,不 倫の男女 は厳 しい奴
隷労 働で罰せ られ る。再犯 は死刑。婚前交渉者 には結婚禁止(US.98.83)。
誰 で もどの家 に も入 れ るよう鍵 はなか った(US.52)。 旅行 に は特 別 の許可
を必 要 と し個人で はな く組をつ くって行 くこと,も し勝手 に誰か が市領 の外
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に迷 い出た ら脱走者 と して厳 しい処罰を加え る こと(US.63)。 また ユー ト
ピア島民 は二年 に一着 の制服 だけが与 え られ,こ れ以外 の ものを着 ることは
許 されない(US.58)。 一切の プライヴ ァシーが奪わ れ る ところ,董 恥心 も
消滅す る。 長老夫妻 のと りもちで行 われ る見合 では,男 女 は全裸 とな り相手
の体を調べ た。 結婚後相手 の体 に対 して不満 をいいたて離婚 の口実 にす るこ
とを避 けるためであ る(US.28)。
『太陽 の都』 では私的領域 は完全 に消 滅 した。結婚 もなければ家族 もない。
「所有 とい う概念 は人 々が家 を もち妻子 を もっ ことか ら生 じる。 そ こか ら利
己心 が生 じる。 も しわれわれが利己心を放棄す るな らば,共 同体 に対 する愛
のみが残 る」(US.123)。 ではど うずればよいのか。 占星術 た基 づ く性 交 の
国家管理 であ る。「それ によ って同 じ年 の子 ど もは徳性 にお いて も性 向 に お
いて も殆 ど同 じであ り,そ のたあ にこそ この都の中で は常 に調和 が保 たれ,
人 々は互 に愛 し合 い助 け合 うのだ」(US.133)。
フッター派で も一切 の私 的所有 は否定 された。新参者 は土地 家屋その他一
切合算 を売 り払 って来 たが,そ の一切 の金銭 ばか りか 日用必 需品 も差出 さね
ば な らなか った。 その代 りに着物,シ ー ツ,毛 布,剃 刀 などを受 取 った。 着
物 は当時の南独や チロルの質素 な農民服 であ った。「彼 らの国 籍 は天 国 にあ
り,天 の飾 りを まとわ なけれ ばな らないか らであ る」(RR.134)ρ 夫婦 に は
小 さな個室 が与 え られ たが,そ こにはベ ッ ドー っ,お まる一 ケ,タ オルー枚
しが なか った(CC.262)。 早朝 か ら夕方 晩 くまで食事 と休 憩時間を除 き上役
の監視 の下 で熱心 に労 働 した。冗談や エロテ ィックな比喩 は厳禁 されたが,
当然の ことなが ら守 られ なか った(JE13)。 外 出 は稀 に しか許可 されず,
世俗 の者 と喋 ることは厳禁 された。 そもそも彼 らはモラヴィアの言 葉を学 ぼ う
とはしなか ったのであ る。 ダンスや遊 びも厳禁 された。 唯 一 の楽 しみ は讃 美
歌 の斉唱であった。訪 問客 はその一 挙手 一投 足 が監視 された(HW.llO7)。
背徳行為の発生す る余地 はないはずであ ったが,そ れで も労働サボタージュ,
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姦通,狸 褻行為,恋 愛,セ クハ ラ,喧 嘩,口 論が しば しば生 じた(JE5.13)。
ブルーダーホーフの主棟は小 さな兵営のような外観を しており,一 階に独身
男女別の集団的寝室,幼 児部屋,台 所,食 堂等があり,二 階と三階には夫婦
の狭 い個室がず らりと並んでいた。役職著たちあ夫婦用個室は同 じ棟だが壁
で仕切 られた独立空間の中にあった。 この兵営風の主棟に数百人がつめこま
れて生活 していたかぎり,様 々な問題が起 らないはずはなか ったのである。
問題を起 した者は礼拝の時,説 教者に厳 しく批判され,罪 に応 じて,挨 拶ボ







応 じて特権を享有 していた。これは脱退者,訪 問客 イエズス会士たちが一




され,遂 に破門されて しまった。彼 ら指導部の最大の特権は,平 信徒たちが
出入できない個室で,彼 ら同志がいっしょに食事することであった。ある脱
退女性はこういつている。「最長老はいつも特別のものを食べてお り,聞 い
たことだが,八 人 くらいが特別室にいる」(MW.95)。 長老 たちは外出には
幌馬車を用いた。平信徒は勿論徒歩だったが。最長老たちの権威は絶大であっ




上です。彼 らは特別 な服 を着 て,特 別 な食事 を食べ,長 いマ ン トをまとい,
丸 い帽子を被 り,あ らゆる種類の手工業者 を部下 に もっています。悪 い こと
をす るもの は破門 し口 もききません で した」(BP.272)。 確 かに長 老 や役 付
は,.平 信徒か ら見れば贅沢 な食事 を していた。彼 らは 「焼 き肉に ソースをか
け,鶏 肉や魚 も喰ベ ワイ ンを呑ん だ。 だが平信徒 はそんな ことはできなか っ
た。大麦 と蕪 とキ ャベツと酸 っぱ い ビールで我慢 しなければな らなか った」
(JE.10)o
最長老の大 きな権威を最初 に説 いたのは,最 長老 ヤ コブ ・フ ッター自身 で
あ った。1532年 裁半lj官の前 で南 チ ロルの信徒 はこうのべた。 「集 いが終 わ ろ
うと したとき,最 長老 フ ッターはこ うい つた。 お前 たちは互 いに平等である。
教会や世俗 のお上 などの いうことをき くな!救 いへ の道 を示す最長老 のい
うことだけを・きけ!彼 を諸君 た ちのお上 と見 な し彼に従え!」(OR皿.73)。
フ ッターの権力慾だ けで な く,戦 場 のよ うな迫害状況つ いで財産共有制 の輩
固 な支配の メカニズムの確立が,指 導者層 の権力集 中と特権化 を生 みだ した
ので ある。 彼 らの権威 はゲマインデの年代記 に も反映 している。 それは殉教
著 たちや指導者 の指名 と死の記録簿 の如 くに も見 える。
だが更な る要因 もある。指導部選抜法 である。指導部 は平信徒 の中 に生 ま
れ なが らに して勇気が あり政治的知的能力 が高 い ものに眼 をつけていた。彼
らに情報 と訓練 を与 え,使 徒 と して南独,ス イス ・オース トリアに信徒獲得
の ため送 りだす ので ある。 それは恐 るべ き危険 を伴 い,多 くの者 が逮捕 され,
処刑 され た。 よ く苦難 に耐え て多 くの改宗者 を連 れて帰 った者 は英雄視 され,
執事や説教者 の地位が与 え られた。かか る実績 のため,長 老 たちに対 する不
満 はある ものの爆発す ることな く終 わった。不満分子に対 してペ一夕ー ・リー
デマ ンは,第 一 コ リン ト書第九章 を引用 しっっ長老 たちの二重 の栄誉 を説 い
て説得す ることができた(AC.217)。 説教 者が セクハ ラや傲慢不遜な態度 で
信徒 たちを扱 い続 けると,ブ ルーダーホー フの信徒 は信徒集会 を開 き,最 長
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老 たちを呼 んで追求 し,破 門に追 い こんでい った。
ブルー ダーホー フの下 士官 クラスにな ると抑 圧移譲の陰微 ない じめが普 遍
化 していたよ うに思 われ る。・役職 と しては ブドウ酒蔵を管理 しているケルナー
や,時 には国王 に呼ばれ るほど名声 を得ていた床屋兼外 科医が,大 きな役得
をえて皆 のあ こがれの的にな っていた。 ケルナー はこっそ りワイ ンを抜 いて
お気 に入 りに与 えた。 だが気 に入 らない下 っ端 の者 が来 て,「 ワイ ンを一 口
のん で元気 にな りたいのですが」 と頼 む と,ケ ル ナーは こ うい つた。 「兄 弟
よ,そ うしょっち ゅう来 るなよ,お 前 の肉を十字 架にかけたまえ!呑 み食
いのために ここに来て いるん じゃない」(MW.95)。
ユー トピアには特 権 はないはずであ る。 だが 「ユー トピア』 に も 『太陽の
都』 に もここと同 じく指導者 の特権 があ った。前者 では学者 だけが労 働か ら
解放 されただ けで な く,公 職に選出 された(US.57)。 都市 統領,最 高聖 職
者,部 族長 統領,外 交使節 には特別の考慮 が払 われ た(US.61)。 後者 にお
いて も,「 官僚 たちは一番 よい食事 を もらう」(US.129)。 政治 的知 的能力 の
高 い指導者 は肉体労働を しないで一番 いい食事 にあ りつ き,最 も苦 しい肉体
労働 をす る者 が一 番貧 しい食事 を与 え られ るという人類学的常数は,ど のユー
トピアに も貫徹 してい た。勿論 ここフッター派において も。 人々がユー トピ
アに期待 す る所 以 は人類学的常数 と対 決す ることにあ るはずだが。
夫 婦
『ユ ー トピア』 での結婚 は生涯 にわた って固 く結 びつ け る ことにあ った。
だか らあの奇妙な見合 い もあった し,姦 通 者 は奴隷の地 位 に落 された。堅実
な夫婦 が国家の基礎 とされ たか らであ る。 『太陽 の都』 では夫婦 は存在 せず,
性愛 と性交 は隔離 され,生 殖 は国家管理の下 に行われた。夫や妻や子を もっ
ことはエ ゴイズムの源泉 と考え られたか らで ある。 フ ッター派の場合,性 愛
はゲマイ ンデに対す る愛 に しば しば敵対す る もの と考え られた。若 い男女が











求められる。決めかねていると,す ぐに説教者が 「霊感」で,「 神が彼 らの
ため予め決められていた者」(RR:97)同 志を結びつけることになる。 それ
がいやならまた半年待たなければならない。・フッター派の理論家 リー ドマン
はいう。「主が彼に送 り給 うたものが,若 かろうと老いていようと,貧 乏で
あろうと豊かであろうと,摂 理を通 じて贈 り給 うたものとして感謝 して受取
らなければならない」(RR.98)。 神が定めた相手だという長老の言葉 は強制
ではないにしても,逆 らうのは難.しかった(HW.1107)。 かくしてまさしく
対角線的な結合ができた。若者 と老女,年 寄 りと生娘,美 男と醜女,醜 男と




朝早 く起 きてか ら夜遅 く眠るまで,夫 婦は別々に働 いていた し,出 産の時も
病気の時 も見舞 うことを許されず,た だ真 っ暗なベッドの上にいっしょにい
た限 り,容 貌,性 格,趣 味,教 養など問題にはならなかったのかもしれない。
育児と教育




部屋 で育 て られた。 その後二 ・三歳 まで夜 は両親 の部屋 で眠 った。 この時 は
じめ て家族 が誕生 す る。 もっと も昼 間は労働 の合間 をぬ って授乳 の時 しか母
親 は来れ なか った。離乳後,子 どもは各 ブルーダーホー フにあ るクライ ネ ・
シュー レ(寄 宿舎)で 育 て られた。 この時は じめて親子 の間は決定 的に切離
され る。父親 は嘆息 をつ き,母 親 は涙 で枕 を濡 らす。幼児 は母親 を求 めて泣
き喚 いた。長老 たちは進 んで子 ど もを差 し出すよ うに,さ もなければ強制 的
に連れて行 くことにな ると母親 を説得 した。許可 な くして子 ど もに会 いに行
くこと も散歩 に連 出す ことも禁 じられた(KG.534)。 被造物的執着心 を断つ
ため であ り,ま た他 の親 たちの心 を癒 かせる ことにな るか らであろ う。読 み
書 きが学 べ るよ うにな る5～6歳 か ら子 どもた ちは グロー ス ・シ ュー レに収
容 される。 それはどの ブルー ダーホー フに もあるわけではな く,い くつかの
それ にひとつ しがなか った。従 って親子 の間 では第二 の決定的分離 となった。
親が面会 に行 くには特 別の許可 を必要 とした。多 くの子 を連 れてモ ラヴィア
まで や って来 た親 か ら子 どもたちは引 き裂 かれてば らば らに他 の ブルー ダー
ホーフの学校 に入 れ られた(HW.185.BP.272)。 これは新参者にとって ショッ
クで あ った。他 の ブル ーダーホー フに入 れ られた子 ど もを許可 な く連 戻 した
母親 は破 門 された(HR.315)。 脱退 して きた信 徒 た ちの尋 問記録 はTaufer
Aktenの 中に散見 され るが,脱 退理 由 として主 と して述 べ られ て い る もの
は 「五人 の子 どもの うち四人取 られて しまい大 きな心 の苦 しみ とな った」
(z.B.HW.1865)か らである。脱会者 や破門 された者 は,寄 付 した一切 の金
を返却 されぬばか りか子 どもたちを放 置 して帰 らなければな らなか った。 そ
もそ もその子 どもが数 十 もあ るブルー ダーホ ーフの どこに いるのか,生 きて
いるのか死 んでい るのか さえ長 老 は教 えなか ったのであ る。墓 には墓標 もな
か った。天 国に いって いるのに余計 な もの は必要 ないのだ。
フ ッター派 の学 校 は自明の ことなが ち宗教 教育 が主 で,「 この世 」 の知 識
や技 は最 小限 に止 め られた。 グロース ・シュー レで は男子 は読 み書 きを学ん
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だが,女 子 は主 と してお祈 りを,そ して少 しばか り書 くことを学んだだ けで
あ った。彼女 らは冬 は5時 起 きで糸紡 ぎをや らされた。男子 は6時 起 きであっ
た(SD.18)。 「神 の選 ばれた国」 で は性 差別 はことに はな はだ しか ったω。
財 産共 有制 的学校制度が始 まるや否 や二つ の深刻 な問題 が生 じた。一 つ は
驚 くほど高 い幼児死亡率 であ り,他 のびとつ は鞭 の乱用 であ る。 中世にお い
ては幼児死亡 率 はどこで も高 いが フッター派 の場合 は異常 であ る。 勿論 その
統計 はな いが,多 くの脱会者 は自分 の家族 の悲 しい物 語 を告 白 して い る。
「ピル ヒナーの妻 はあち らに行 った とき,子 どもた ちを取 られ た。 それ を学
校 で発見 したが,彼 女 の他 の四人 の子 ど もは,行 って6～7週 間 の うち に死
んで いた」(OR皿.520)。 「ハ ンス ・ブラウンは妻 と四人 の子 ど もをつ れて
モ ラヴィアに行 ったが,三 人 は死 に,一 人 は学校 にいて連れてこれなか った」
(HW.186)。 高 い死亡率の原因 の一 つは,多 くの子 ど もが大部屋 に ぎっ しり
つめ こまれ,「 背丈 に応 じて二人 ずつ同 じベ ッ ドに寝か され て いた ことであ
る」(HW.1106)。 このため家 にいて母親 の下 で育て られて いた ら罹 らなか っ
たはずの伝 染病 に容易 に感染 して しま った。 ル ター派神 学者 たち は1577年
にこの問題 を捉え て厳 しい告 発状 を発 した(HW.161ff)。 も し長 老 た ちが
適切 な改善措 置を講 じなか った ら,・観 たちはゲ ラッセ ンハイ トも忘 れて興奮
し,学 探 を破 って子 ど もを連 れ戻 し,そ の結果 「Eigennutzの 根 源」 た る
家族 が復活 し,財 産共有制 は解体 されることになるか もしれない。 指導 部 は
慌てた。 翌1578年 最長老Walpotは 学校規則 を補足 した。 そ の中心 は伝 染
病 に対 す る予 防措 置 につ いてで あった。 その主眼 は病気 の子 を徹底 的に隔離
す ること,不 潔な子 に触れ た手 を洗 い もせず に健康 な子 に触 れない こと,清
潔な子 同志 また不潔 な子同志 を同 じベ ッ ドで寝か せる こと。麻痺 してい る子
や梅毒 にかか って いる子 ど もの服や シーツを,他 の子 のそれ とい っ しょに洗
濯 しない こと,櫛 の使用注意等 々で ある(SD.22)。16世 紀 の低 い医学 水 準




この当臨 ラテン語学校では教師から,家 庭では父親か ら子どもたちはしょっ
ちゅう答をうけた。絶望に落入ることか ら母の愛が彼 らを救 った。だが二歳
過ぎか らここには母はもういない。子どもは孤独の中に放置 された。男の校
ン ユ 　 ル ム ッ タ 　
長,女 の管理責任者,シ ュヴェスター,保 母,夜 勤保母 たちがいたが,百 人
くらいの子 ど もの監督者 として働 いていた。「わが子の よ うに愛 せ よ」 と命
じられて も,こ ん なた くさんの子 どもをど うや って導 き,混 乱 こそが身上の
彼 らにユー ト・ピア本来 の 「秩序」 を与 え うるのか。 しば しば怒 りを爆発 させ
た彼 や彼女 らは鞭 を ビシ ビシと用 いた。1568年 ど1578年 の 『学校 規則』 を
見 る と,「 夜泣 きす る子 を したたか打 ち」(SD.20)ま た'「.ちょ・うど家 畜 の群
れを行 くごとぐ,子 どもたちの間を行 くと き,急 に怒 りだ して鞭で彼 らを片
端か ら打 ちすえてい く保母がい る」(SD,6)。 子 ど もた ち も黙 って い なか っ
た。「鞭 に向か って挑 みかか って行 く子 もいる。 だが 自発的 に 叩か れ るよ う
に馴 らしていかなければな らない。彼 らが抵 抗 しな いよ うもっと優 しく取扱
うこ'とがで きる。 もっとも抵抗 はいかな る場合 も許 され ない」(SD.16)。
ユー トピアの崩 壊!・ 七'ド
1588年 の 『学校規則』 になると親子関係 の復 活,小 さいな が らも私 有 の
復活 が見 られ る。 「.自分 の子 ど もに与 えるために ワイ ンを学 校 に もつで くる
者 は,そ れ につ いて釈明 しな ければな らな い…… 自分の友人 の子供 に名指 し
で飲物を与 えて はな らない。 えこひいきを して はな らない」(SD.34)。 自分
の子 どもの一ところに勝手 に訪問 して よいの だろ うか,ワ イ ンはど こか ら手 に
入れ たの だろ うか6「 食事 は公平 に分配 され なければ な らない」(SD.36)と
あ るが,不 公平 な分配 をする者が いたのだ ろ うか。「子 ど もが学校 か ら勝 手
に外出 して あち こちぶ らつき,あ る子 は隠 れる秘密 の場所 を もってい るとの
ことであ る。 なにか起 こった らど う釈 明す るつ もりなのか 」(SD.36)。 「外
部の者が学校 に来 た時に は,学 校教育 や両親 たちの名誉 にな るよ う静か に感
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じよ くさせ なければな らない」(SD.36)。 「子 ど もが学 校 でお で きや発 疹 に
罹 って も,校 長 は ほとん ど責任を負お うとせず,他 人 に責任 を押 しつ けて い
る」(SD,42)。 「子 どもを学校 か ら毎 日連れ出 し,吐 い た り下痢 した りす る
ほど食 べさせてい る人 々がい る」「毎 日多 くの子 が親 に勝 手 に連 れ 出 され,
学校 に残 ってい る者 は孤 児や身寄 りの ない子 ぐらいの もの で ある」 「教 師 た
ちは子 ど もたちが学校 か ら出て い く自由を あまりに多 く与えて いる。 それ ば
か りか遠 く野 を越 え両親 の ところに行かせてい る。裏になにか利得が あるの
だ」「子 ど もを 自分 のベ ッ ドに寝かせ つけその子 が眼 を さま した ら屍 理屈 を
つけて外 出 し,こ の世 の人 々 と並 んで散 歩 して いる者 た ちが いる。 こん な連
中はこの世 で も満足 な生活 がで きなか った奴 らだ。彼 らは率直に いって肉 に
戻 ろ うと しているのだ。以前 はひ どく恥 か しい ことだ ったのだが。」「学 校で
贈物 と して受取 られた金銭 は執事 に手渡 されなければならない」(SD.44.46)。
一銭 ももたないはず の信徒 たちが,ど こで手 に入れたのか,教 師に付 け届
け しだ した。1569年 冒頭の引用 に見 られるよ うなす ば ら しい 自画 像 を描 い
た フッター派 ゲマイ ンデ は,20年 もす るとこの様 で あ る。 この間大 した変
化 は生 じていない。 しだいに豊 か さを増 してい るだけであ る。 モ ラヴィアを
取 り巻 く政治状況 は安定 してお り,・激 しい弾圧 も起 っていない。信 徒の緊張
感が しだいに失わ れて い ったのだ。 そ してユー トピアの教育 シス テムの重圧
に対 して人間 の最 も根源的 な本能 が盲 目的に動 きだ し,教 育 システムを は じ
めと して既存 システムを融解 させ機能麻痺 に陥れてい ったのであ る。
で はあのユー トピアの配偶 システムはど うな ったのであろ うか。 資料 の中
にそれはなかなか出て こな い。 や っと現れて くるのは崩壊寸前 の1643年 フ ッ
ター派ゲ マイ ンデを過去 の厳格 な財産共有制 に戻 そ うとして最長老 工一 レン
プライスが発 した結婚規制 に関 す る布告 であ る(KG.214-18)。 それ に よ る
と,・「恥 か しげ もな く老人 ばか りか若 い男女 までが,友 人 や知 人 の仲介 を通
じて互 いに結婚を 申 し込ん でいる。彼 らは……手紙 やメ ッセー ジを家か ら家
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へ と送 った り,贈 物や好物を届 けて いる」(KG.214)。 そ して示 しあわ せ た
カ ップルの粗 々が,結 婚集会 にや って来 て,長 老が 「神の摂理」 に従 って組
合 わせ るよ り先 に相愛の相手 を指 し示す というわ けで ある。パ ー トナーの組
合 わせを した結 婚 ブローカーは,も ちろん金 を もらっている。
『1661年 のゲマ イ ンデ規則』 を見 ると,人 々は自由勝手 に振舞 い,規 律 は
乱 れ,財 産共有制 は彼 らのつ まみ喰 いによって ガタガタにな っている。 ユー
トピア崩壊現象 はこ こにおいて も20世 紀 の80,90年 代 ソ連で も同 じ様相 を
呈 して いるように見え る。例えば,「 窓 ・ドア ・鍵 ・ベ ッドの枠組み ・椅子 ・
ベ ンチ はベ ッ ドルームに置 いて いな ければ な らない。 ……様 々な理 由で これ
らの もの を もち出す ことは禁止 されて いる。」 「執事 と分配係 はなに も持 ち出
された り,消 えないよ うに熱心 に見張 らなければ な らない。後 で自分 の金 で
買 うことになるか ら。」 「毛皮,帽 子,皮 屋 その他 の職人 はゲマイ ンデの人 に
売 ってはな らない。必要 に応 じて分配 すべ きであ る」(KG.527)。 「神の民」
は遂 には 「我欲 にか られて共同 の財産 を手 づ かみに し,着 服 し,た くさんの
車で運 び去 った。彼 ら多 くの者 は もはやいかなる良心 もな くな り,鋼 であれ
鉄で あれ皮革 であれ木綿 であれ麻布 であれ大麻 であれ羊毛 であれ,要 す るに
ゲマ イ ンデが もて るす べての ものを自分 の ものに しよ うとした。」(KG.521)。
1654年 の 「床屋外科医規則」第ll条 によ ると,「 今 や あ る者 た ち はゲ マ
イ ンデの服 を着 ることを恥 じ」 「世俗 の服装 に近 づ けよ う と して いる。」 第
16条 に よると 「仕事 を避 けて,自 分 にそん な仕 事 はふ さわ しくな い と思 っ
てい る者 が いる」(GB.485)。 神 の民 であるとい う誇 り はす っか り失 い,世
俗 に同化 された い一心で あることが知 られ よう。 財産共有制の解体凋落 は静
かにゆ っ くりと進み,1685年 の年代誌 はい'とも簡単 に こう書 いてい る。 「ひ
どい困窮に襲われたので,わ れわれ は醸造所,畠,牧 場 を返 し,改 めてお上
と各 人 とが契約 し,そ れぞれ 自前で支払 いたい と申出 た」(GB.549)。 幼児
洗礼 拒否 はなお続 いたが,1733年 国王 の命 令で放 棄 し,や が てハ・ンガ リー
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の フ ッター派 は全員 カ トリックに強制改宗 させ られた。 ジーベ ンブル クに逃
れ たご く一部の グループが上部 オース トリアか ら逃 れて きたル ター派 と結 び
つ き,ル ーマニアつ いで ロシアへ と逃 れて財産共有制 を再興 し,現 在 アメ リ
カ,カ ナダの奥地 に広 く分散 して ブルー ダーホー フを構 えて いるフッター派
の源流 とな る。
以上 の記述 か ら引出 しうるい くつかの結論 の一 つ は,ユ ー トピアは逆ユ ー
トピアだ とい うことであ る。 エ タテ ィス ト的ユ ー トピアは表か ら見れば燦然
と輝 く秩序 と調和 の美 を示 し,恰 も一 糸乱 れぬ マス ・ゲ ームが展開 されて い
るかに見 え る。 だがひ とたび内側 に入 って見ればその機関の ネジや釘 と化 さ
れ,た だ黙 々 と働 か されてい る人 々に出あ うだ ろう。彼 らはこの システムが
人 間集 団に とって最 もふ さわ しく,ど んな非合理 きわ まりないことで あ って
も最 も正 しく,自 分 に とって も価値あ ることだ とい う信念 を ビル ト・イ ンさ
れて,日 々それを斉 唱 しなが ら,ま す ます その信念 を固 めて い く鉛の兵隊 な
のだ。 この ような エタテ ィス ト的ユ ー トピアは本来的 に支配者 の願望像 なの
であ る。 時計仕 掛の ように蜜蜂の巣の ように,正 確無比 に自分 の作製 した国
家 が回転 して い くことを彼 らは望んで'いるか らだ。 プ ラ トンか ら始 まりモア,
カ ンパ ネ ッラ,モ レリさ らには20世 紀 の実現 した社 会主義 ユ 「 トピアの製
作著 た ちは,す べて この系列 に属 して いる。 フ ッター派 ゲマイ ンデ もまたそ
の傑作の一つで あった。
だが19世 紀末か らしだいにこのことが 明 らか にな って きた。支配者にとっ
て は楽 しい頑冥 だが,中 に組入れ られ て働 かされる人民 に とっては,・ま さし
く悪夢 の世界で はなか ろ うか。 これまでユー トピア作家 は,支 配者 の視点 か
らユー トピアを書 いてきたが,今 度 はその システム内で陣吟 ず る民衆 の視点
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か ら描 き始 ある。 す るとユー トピアは逆 ユー トピアのど ぎつい相貌 を曝 けだ
して くる。
要す るに,ユ ー トピアは上か ら見 れば壮麗 である。 だが下 か ら見 れば怪物
の姿 をむ きだ して くる。 さらにユー トピアは完聖 なるがゆえに,年 々歳 々同
じ運 動 を繰返 し,永 久機関 のよ うに壊 れる ことな く不動 であるように見えた。
だが物象化 され員数化 されネ ジや釘 のよ うに部品化 された人間 もまた金属疲
労を起 し,た とえ心 はユー トピア王 を尊敬 しつづ けて も,生 きんとする本能
はしだ いにユ ー トピアの厳格 な規律 を次 々と破 り,シ ステム自体 をついには
空洞 化 させ崩壊へ と もた らす ことになろう。山上 の説教 を実行 させ よ うと し
て,様 々 な精神的圧力 や,人 々か ら生活の資 を奪 い野垂れ死 にさす よ うな破
門の手段 を もって,ユ ー トピア島を作 ったこと自体 に,す で に崩壊 の原因が
宿 されて いたので ある。
《注 》
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